特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　７月２１日　３６５号
魚とり最終申し込み603人193組の申し込み殺到　厳正な抽選結果100名決まる
僅か10日間に多数の参加申し込みが続きました。多くの方々が木津川に親しみたいと希望されていることが明らかになりました。応募いただきました皆さまに心から感謝申し上げます。
私たちは一人でも多くの方々をお迎えして、一人でも多くの子どもたちを　川ガキ　として育って欲しいと望んでいます。木津川本川でのイベントですので、安全確保を第一に考えるとライフジャケットの確保数に制限せざるを得ません。また監視員等スタッフの人員確保に限度がありまして、心が痛みますがやむを得ず振り分けせざるをしなければなりません。安全に魚とりの出来る場所も限られていますので、大変こころつらい取組となっています。
そうした中でお迎えする皆さんの総数が100名となり、里山の会事務局ではスタッフを募っています。20日現在27名の協力体制が整いましたが、あと5名が不足しています。我れこそと思って是非お手伝いにお越しください。当日午前9時　山城大橋下　受付　にてお待ちしています。　
土用の真最中での取組ですので日よけテントの設営は避けて通れません。昨年は人手が足りず手間取りました。手際良く設営を完了して気持ちよくお迎えできれば何よりです。お手伝い下さい。おまちしています。台風6号による木津川の増水も昨日より減少してきています。何とか間に合いそうです。
村田源先生　森林再生支援センター理事長退任・名誉顧問就任記念講演会
　7月23日13時30分に京都大学百周年時計台記念館で開催されます。演題・「日本の森林を構想する」として案内連絡が届きました。これまで里山の会として村田先生には発足以来大変お世話になってきました。会員の皆様に名誉顧問就任記念講演会へのご出席ご案内申し上げます。里山の会では翌日に開催する「親子木津川魚とり」の前日準備を12時に終了して、午後から出席出来るように計画しています。特に多くのご指導をいただきました村田先生のお話を聞く機会は、大変貴重だと思います。関係者の皆さんのご出席をお願いします。
第15回里山講演会　チラシできる　多くの皆さんに知らせてください
九州電力の玄海原発の再稼働シンポにおける　やらせメール、今度は　セシウム汚染牛肉問題　と福島原発事故以来、次から次へと常識を超えた悪事が引き起こされています。このような事態から京都府民の若狭湾原発に対する不安はますます大きくなってきています。正確な知識の欠落からくる不安もあるのではないでしょうか。
みなさんと一緒に正しい知識を学び正確な判断が出来るような学習の場として講演会を開催いたします。会員の皆さんから多くの方々にご案内をお願いします。
防賀川堤の植樹運動　ワークショップ形式でみんなの意見を集めよう
里山の会では、京都府の地域力再生プロジェクト交付金の助成を受けて防賀川の堤に植樹を行い、散策路の充実を図って、併せて　河川美化の取組みの一介になれればと企画を進めています。この計画は防賀川最上流部から下流部八幡市までの河川美化を目指す　長期的な取り組みを視野にしています。　　最初の取組として近鉄興戸駅付近から307号線の防賀川公園までの約400mの範囲に植樹をする。この企画はワークショップによる住民参加型による事業として考えています。将来大阪の通り抜けに匹敵する名所にすることが出来ればいいですね。　
こんな夢のある取り組みの成功は、多く人々の意見の反映と関わりがポイントです。何よりも沿川地域の諸団体への案内をしっかり行い、新しい顔ぶれで取り組むことが出来るようにしたいものです
。
　ワークショップを10月上旬までに4回ぐらい予定しています。ご参加いただける皆さんの募集を始めます。　とりあえず8月27日(土)午前9時から307号線の防賀川公園に集合して防賀川の川調べを行います。何を語るにしても現地現場を知らないと机上の空論になります。まず最初に足を地に付けてみんなで一緒に川の現状を調べてみましょう。
園芸研究所跡地　借用願いに　京都府農業会議を訪ね助言をいただく　
京都府農業会議の前田和也さんを14日に深田理事長と山村常務理事が訪ね、農業経営基盤強化促進法による借地実現の助言をいただきました。内容は農地3反の確保と農業専業者1名の役員が条件とのことでした。これはクリアできると見込み、小躍りしました。しかし翌月曜日に、府有地は農地ではないので基盤強化促進法による取得は難しいとの訂正メールで、無駄骨折りとなりました。以上の経過から再度京田辺市農業課長への報告と再交渉となりました。京都府は意義を認め京田辺市の仲介があれば使ってもらえるよう尽力するとのこと、しかし京田辺市は前例があるからこの処置は不可能との姿勢を貫いています。しかしそれでも京田辺市の財政負担はなく迷惑も発生しないことを知りつつ、借用実現への可能性追求に尽力できないとの姿勢です。
京の七夕　新たな町内会から笹竹の提供依頼が来る　　　竹伐り作業の参加者求む
京都商工会議所からの紹介で二条城御東側夷川通りの町内会から、笹竹提供依頼が届きました。町内会からの事でしたので、ついでに少し竹を切れば済むことなので29日23本届けることにしました。責任者の元橋篤信さんから丁寧な返事がありました。
第1回作業27日(水)13時から60本の竹伐りをします。暑いさなかですが約2時間の作業で切り上げようと思います。人数が多くなると一人当たりの作業量が軽減され、体力的にも軽減されます。　
第2回作業7月30日9時～12時には大勢のご参加を頼みます。何れも事務所に10分前集合ください。
▲里山の会員数222名に到達しました。悲願の250人まで28人です▲

第15回里山講演会
正しく知って、正しく怖がり、正しく対処しよう

8月28日（日）午後1時30分より　京田辺市社会福祉センター

東北地方の肉牛カラセシウムが検出され流通してしまった。飼育農家は水素爆発以後屋外に置いてあった

汚染稲わらを飼料としてあたえていたとのこと。行政からの指導の不徹底、不十分さが明らかです。
皆さんの質問にもお答えいただきます。多くの方々のお越しをお待ちしています。

講師　市川章人 氏　府立高校非常勤講師　（京都大学理学部　原子物理学専攻）
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/


















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

